
団体の紹介 
「特定非営利法人とみやま交流センター」では、県内で唯一の山村留学

を行っています。元日本一のミニ村であり、地域間の繋がりが大変強い地

区です。活動内容は、その温かな人との繋がりを軸にして行っており、地

域性を活かした活動を行っています。地域の方々が、皆家族の様な感じで

あり、体験した方々には、体験内容と共に地域性の良さを感じていただい

ています。 

 
この団体が生まれた理由 
 「日本一ちいさなミニ村」だった旧富山村は、過疎化が進み、昭和 50年代後

半には「日本一ちいさなミニ村」となり、学校の児童生徒数の現象が著しく進

みました。そこで、祖父母の家から学校に通う山村留学方式と、教育団体・財

団法人「育てる会」との連携で山村留学を導入しました。 
平成 12年からは旧富山村が単独で山村留学を実施し、地域や学校、祖父母の

家庭にも小中学校の児童生徒数の確保や 3 世代の触れ合いがある活動などを通
して、地域活性化の効果を上げました。その後、豊根村との合併を機に「特定

非営利法人とみやま交流センター」が設立されました。平成 17年の豊根村と富
山村合併以降、当法人が山村留学事業を引き継ぎ、地域づくりに取り組んでい

ます。 
今までの活動内容と今後の課題 
 山村留学事業では、長期山村留学や短期山村留学・親子体験などに取り組んでいま

す。これらは、小中学校の児童生徒数の確保や、若い世代の人材確保、またお年寄り

の生きがいを作る場ともなっています。 
長期山村留学生は、1年間という単位で、保護者から離れ、小中学生が寮生活をし、
休日には自然・山村体験を行なっています。また、短期山村留学では、1泊～4泊の
お子さん向けのキャンプや、親子向けのキャンプ等を行っていますが、どの活動にお

いても温かな地域性と触れ合えるように行なっています。都会では失われつつある、

人と人との密な繋がりがあります。 
 課題としては、より多くの方に知って貰い、広めていく方法は何かといったことや、

東三河の魅力をどのように発信し、足を運んで貰うかということを考えながら活動を

行っています。 
過疎高齢化の進む当地域では、合併を機に人口の流出が続いています。より多くの

方に地域の魅力を伝えるために以下の課題があると考えています。 
・都市部の方への幅広いＰＲと、足を運んでいただくための、魅力ある事業の展開 
・山村留学生の利益のみを考えず、村全体活性化していく事業の創出と運営 
・地域の核となる、小中学校の存続維持のための手段の構築（親子で移住してくれる

ような仕組み作り） 
・上記の内容を実施していく上での、行政との連携作り（団体が単体で行なわず、村

の活性を求めて、村全体で協力する仕組み作り） 
 
 

 



県へのメッセージ 

 

当団体は、これまで日本一小さなミニ村（旧富山村）で、山村留学事業を核

として、県内の方々にアウトドアの魅力や山村文化体験の場を提供してまいり

ました。しかし、どのようにこれらの情報をどのようにして発信していくべき

かを常に試行錯誤してきました。 
そこで、県民の方々への情報提供や情報交換の出来る場があれば、誰でも、

いつでも魅力的な情報を得ることができるのではないかと思います。 
山村だけではなく、愛知県内の全ての市町村に魅力的な活動や文化がありま

す。また、山村文化のみならず、様々な地域の文化を知り、県内の魅力がより

多くの方へ伝えることができれば、さらに魅力的な県を作ることができるので

はないかと、常日頃から考えています。 
そこで、県内の情報の取りまとめを行なっていただくと同時に、情報発信の

場を提供していただくことにより、さらに魅力的なコミュニティビジネスを広

く県民の方々にＰＲできるように思います。そして、さらに都市と農山漁村の

方々との相互交流のきっかけを作ることができるのではないかと考えていま

す。今後、様々な文化の交流ができ、県内全域での情報交換ができることを期

待しています。 
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